
毒
性
試
験
の
費
用
・
期
間
削
減

来
年
２
月
に
成
果
報
告
会

世
界
初
の
３
層
モ
デ
ル
搭
載

毒
性
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
考
慮

毒
性
予
測
に
関
す
る
社
会

的
要
請
は
今
後
ま
す
ま
す
強

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

背
景
の
一
つ
は
、
国
際
的
な

動
物
愛
護
の
理
念
で
あ
る
３

Ｒ
の
原
則
（
動
物
実
験
の
代

替
、
削
減
、
改
善
）
の
徹
底

が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ

と
。
す
で
に
欧
州
の
化
粧
品

分
野
で
は
、
そ
の
原
料
も
含

め
て
動
物
実
験
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
将
来
的
に
は
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
、
動
物
実
験
で

安
全
性
を
評
価
し
た
化
学
物

質
を
含
む
製
品
は
、
市
場
で

買
っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
安
全
性
試

験
に
か
か
る
期
間
と
費
用
が

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
だ
。
新
規
な
化
合

物
を
開
発
し
た
と
し
て
も
、

動
物
実
験
な
ど
を
行
っ
て
安

全
性
を
評
価
す
る
た
め
に
約

３
年
の
期
間
が
必
要
で
あ

り
、
総
研
究
費
の
２０
％
ほ
ど

が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
画
期
的

な
機
能
性
化
学
物
質
を
早
期

に
市
場
投
入
し
、
国
際
競
争

力
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
安
全
性
評
価
プ
ロ

セ
ス
を
加
速
す
る
こ
と
が
重

要
な
要
素
に
な
る
。

Ａ
Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
で

は
、
一
般
工
業
用
化
学
品
を

対
象
に
、
化
審
法
２８
日
間
反

復
投
与
試
験
に
お
け
る
肝
毒

性
（
細
胞
障
害
、
脂
質
異

常
、
胆
管
障
害
お
よ
び
肝
肥

大
な
ど
）
と
そ
の
リ
ス
ク
の

程
度
、
そ
れ
に
加
え
て
血
液

毒
性
と
腎
毒
性
を
予
測
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
開

発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
正
式

名
称
は
、
経
済
産
業
省
研
究

開
発
事
業
「
省
エ
ネ
型
電
子

デ
バ
イ
ス
材
料
の
評
価
技
術

の
開
発
事
業
『
機
能
性
材
料

の
社
会
実
装
を
支
え
る
高
速

・
高
効
率
な
安
全
性
評
価
技

術
の
開
発
�
毒
性
関
連
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
人
工
知

能
に
よ
る
次
世
代
型
安
全
性

予
測
手
法
の
開
発
』」で
、
２

０
１
７
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
来
年
３
月
に
期
限
を

迎
え
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
）の
世
界
で
は
、
化
学
物
質

の
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
や
物
性
の
予
測
が
行
わ
れ
る
が
、
な
か
で
も
毒
性
予
測
は
大
変

ニ
ー
ズ
が
高
い
半
面
、
技
術
的
に
は
難
し
い
分
野
で
あ
り
、
長
年
の
開
発
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
決
定
版
と
い
え
る
シ
ス
テ
ム
は
い
ま
だ
生
み
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意

味
で
、経
済
産
業
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
型
安
全
性
予
測
手
法
の
開
発
」（
Ａ
Ｉ
�

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
成
果
が
注
目
さ
れ
る
。
い
よ
い
よ
最
終
年
度
も
大

詰
め
と
な
り
、年
内
に
は
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
予
定
だ
。そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と

予
測
精
度
の
高
さ
で
、
国
際
的
な
評
価
も
高
ま
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

も
、
貴
重
な
国
の
財
産
と
し
て
育
て
て
広
め
、
活
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

は
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
学
・
デ
ー
タ
駆
動
型

サ
イ
エ
ン
ス
創
造
セ
ン
タ
ー

の
船
津
公
人
特
任
教
授
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）
で
、
昭

和
薬
科
大
学
、
静
岡
県
立
大

学
、明
治
薬
科
大
学
、名
古
屋

市
立
大
学
、
産
業
総
合
研
究

所
、
化
学
物
質
評
価
研
究
機

構
、
シ
ス
テ
ム
計
画
研
究
所
、

み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
の
９
機
関
が
参

画
。
シ
ス
テ
ム
開
発
チ
ー
ム
、

イ
ン
ビ
ト
ロ
実
験
チ
ー
ム
、

予
測
モ
デ
ル
開
発
チ
ー
ム
な

ど
に
分
か
れ
て
研
究
を
進
め

て
き
た
。
昨
年
に
は
ユ
ー
ザ

ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
発
足

さ
せ
、
シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ
イ

ア
ル
使
用
を
行
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
改
善
へ
の
要
求

の
声
な
ど
も
聞
き
、
シ
ス
テ

ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

反
映
さ
せ
た
。
こ
ち
ら
に
は

民
間
企
業
を
中
心
に
１６
社
／

機
関
が
参
加
し
て
い
る
。

開
発
は
ま
さ
に
大
詰
め
で

あ
り
、
シ
ス
テ
ム
は
現
時
点

で
ほ
ぼ
完
成
形
と
な
っ
て
い

る
。
１１
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
さ
れ
た
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
Ｑ
Ｓ

Ａ
Ｒ
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
会
合
に

経
産
省
と
と
も
に
参
加
し
、

Ａ
Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
紹
介

す
る
機
会
を
持
っ
た
。
考
え

方
が
画
期
的
で
あ
り
、
操
作

性
も
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ

ー
だ
と
し
て
、
こ
の
分
野
の

海
外
の
研
究
者
か
ら
高
い
評

価
を
得
た
と
い
う
。
国
内
で

は
、
来
年
２
月
２１
日
に
最
終

成
果
報
告
会
を
兼
ね
た
「
Ａ

Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
、
大
々
的

に
披
露
す
る
計
画
で
あ
る
。

従
来
の
構
造
活
性
相
関

（
Ｑ
Ｓ
Ａ
Ｒ
）
に
よ
る
毒
性

予
測
は
、
分
子
構
造
と
毒
性

と
の
関
係
を
直
接
モ
デ
ル
化

し
た
も
の
で
、
学
習
に
使
用

し
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
異
な

る
系
統
の
化
合
物
に
対
し
て

は
信
頼
性
の
あ
る
予
測
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
多
く
、

全
体
と
し
て
も
予
測
精
度
は

低
か
っ
た
。
と
く
に
、
ど
の

よ
う
な
理
由
（
機
序
）
で
毒

性
が
発
現
す
る
か
が
モ
デ
ル

と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

に
な
っ
て
し
ま
い
、
予
測
結

果
を
手
放
し
で
受
け
入
れ
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
Ａ
Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
で
は
、
船
津
教
授
が
世
界

で
初
め
て
提
唱
し
た
�
３
層

モ
デ
ル
�
（
別
図
１
参
照
）

を
組
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
革

新
性
が
あ
る
。
生
体
内
の
Ａ

Ｄ
Ｍ
Ｅ
（
吸
収
・
分
布
・
代

謝
・
排
出
）
を
考
慮
し
た
動

態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
遺

伝
子
発
現
や
細
胞
内
の
た
ん

ぱ
く
質
の
活
性
に
基
づ
く
分

子
生
物
反
応
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
統
合
。
こ
れ
に
よ
り
、

毒
性
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考

慮
し
た
Ａ
Ｏ
Ｐ
（
有
害
性
発

現
経
路
）
ベ
ー
ス
の
毒
性
予

測
を
可
能
に
し
て
い
る
。

ま
ず
、
化
合
物
の
体
内
で

の
吸
収
や
分
布
、
蓄
積
、
代

謝
な
ど
を
生
物
学
的
薬
物
動

態
（
Ｐ
Ｂ
Ｐ
Ｋ
）
モ
デ
ル
で

精
密
に
予
測
。
次
に
、
細
胞

内
で
の
核
内
受
容
体
、
ス
ト

レ
ス
応
答
パ
ス
ウ
ェ
イ
、
薬

物
代
謝
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
化
学
的
イ
ベ
ン
ト
を
介
し

た
機
械
学
習
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
毒
性
発

現
に
お
い
て
キ
ー
と
な
る
要

因
を
評
価
し
た
。
化
合
物
が

生
体
分
子
と
の
間
で
最
初
の

イ
ベ
ン
ト
（
Ｍ
Ｉ
Ｅ
）
を
起

こ
し
、
そ
の
あ
と
毒
性
発
現

に
つ
な
が
る
よ
う
な
生
体
で

の
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
（
Ｋ
Ｅ
）

が
発
生
す
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｅ
／
Ｋ

Ｅ
は
イ
ン
ビ
ト
ロ
（
試
験
管

内
）
試
験
で
観
測
で
き
る
が
、

最
終
的
な
毒
性
発
現
は
イ
ン

ビ
ボ
（
生
体
内
）
で
の
評
価

に
な
る
た
め
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
観
測
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
船
津
教
授
の
３
層

モ
デ
ル
で
は
、
観
測
不
可
能

な
部
分
を
モ
デ
ル
化
に
よ
っ

て
予
測
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
ビ
ト
ロ
情
報
と
イ

ン
ビ
ボ
情
報
を
関
係
づ
け
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
つ
ま
り
、

化
合
物
の
体
内
動
態
を
予
測

す
る
モ
デ
ル
（
１
層
目
）
と

細
胞
内
イ
ベ
ン
ト
（
イ
ン
ビ

ト
ロ
）
の
予
測
モ
デ
ル
（
２

層
目
）
を
結
び
つ
け
、
最
終

的
に
生
体
（
イ
ン
ビ
ボ
）
で

の
毒
性
予
測
モ
デ
ル
（
３
層

目
）
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
毒
性

発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
も

可
能
に
な
る
わ
け
で
、
実
際

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
過

程
で
、
肝
毒
性
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
関
す
る
重
要
な
発
見
や

示
唆
が
得
ら
れ
た
な
ど
、
毒

性
学
に
も
貢
献
す
る
成
果
が

み
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
複
雑
な
毒
性
予
測

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
デ
ー
タ

を
集
め
る
た
め
、
大
量
の
イ

ン
ビ
ト
ロ
試
験
を
実
施
し
た

こ
と
も
、
Ａ
Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
際
立
っ

た
点
だ
ろ
う
。
研
究
チ
ー
ム

は
、
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構
が
運
営
し
て
い
る
有
害
性

評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
統
合
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｈ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
毒

性
デ
ー
タ
か
ら
約
８
６
０
物

質
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
と

と
も
に
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
登
録

情
報
な
ど
か
ら
の
化
合
物
を

追
加
し
て
合
計
約
２
２
０
０

化
合
物
の
広
範
囲
な
デ
ー
タ

を
学
習
用
に
使
用
し
た
。
そ

し
て
、
実
際
に
約
３
３
０
物

質
に
対
し
て
ト
ー
タ
ル
で
４６

種
類
の
ア
ッ
セ
イ
を
実
施
。

こ
う
し
た
実
験
で
得
ら
れ
た

大
量
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、

１
３
０
種
類
の
予
測
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
た
と
い
う
。

シ
ス
テ
ム
の
全
体
イ
メ
ー

ジ
を
別
図
２
に
示
し
た
が
、

大
き
く
モ
デ
ル
・
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
と
、
利
用
者
が

操
作
す
る
ユ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ

ム
に
分
か
れ
て
い
る
。
管
理

シ
ス
テ
ム
側
に
は
、
企
業
が

独
自
の
物
質
デ
ー
タ
や
毒
性

デ
ー
タ
を
登
録
し
て
い
く
こ

と
も
可
能
な
作
り
と
な
っ
て

い
る
。
最
終
的
に
予
測
で
き

る
毒
性
モ
デ
ル
は
、
６
つ
の

肝
毒
性
（
細
胞
障
害
・
炎
症

予
測
結
果
、
肝
機
能
低
下
、

肝
機
能
亢
進
、
胆
管
障
害
、

肥
大
、
脂
質
代
謝
異
常
）、腎

障
害
、２
つ
の
血
液
毒
性
（
貧

血
、
凝
固
異
常
）
と
な
る
。

予
測
精
度
は
８
割
を
超
え
て

お
り
、
悪
く
て
も
７
割
以
上
。

従
来
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
か

な
り
高
い
。
と
く
に
、
予
測

の
も
と
に
な
っ
た
イ
ン
ビ
ト

ロ
試
験
デ
ー
タ
を
参
照
す
る

こ
と
で
、
ど
の
体
内
機
序
に

起
因
し
て
い
る
か
が
分
か
る

た
め
、
あ
ら
た
め
て
実
験
で

再
評
価
し
た
い
場
合
で
も
、

効
率
的
に
行
え
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
船
津
教
授
は
、「
毒
性
発
現

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
慮
し
た
毒

性
予
測
と
い
う
世
界
初
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
、
領
域
が

異
な
る
各
機
関
の
先
生
方
の

持
ち
味
が
う
ま
く
組
み
合
わ

さ
っ
て
、
た
い
へ
ん
良
い
も

の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

入
っ
て
い
る
企
業
の
皆
さ
ん

か
ら
の
期
待
も
高
く
、
化
学

産
業
に
と
っ
て
有
用
な
戦
略

的
ツ
ー
ル
に
な
っ
た
と
思

う
」
と
話
す
。

船
津
教
授
は
こ
れ
ま
で
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
活
用
し
て
「
何
を

作
る
か
」「
そ
れ
を
実
験
室
で

ど
う
作
る
か
」「
商
業
生
産
と

し
て
ど
う
作
る
か
」「
そ
れ
は

実
際
に
で
き
た
か
」
と
い
う

視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
き
た
。「
同
様
な
言
い
方
を

す
れ
ば
、
今
回
の
Ａ
Ｉ
�
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

『
そ
れ
は
作
っ
て
も
い
い
の

か
』
に
な
る
と
思
う
。
こ
う

し
て
考
え
る
と
、
物
を
開
発

す
る
と
い
う
の
は
最
終
的
に

は
環
境
や
人
へ
の
影
響
を
評

価
す
る
こ
と
で
完
結
す
る
と

い
え
る
」と
ま
と
め
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
�
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、

経
産
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
成
果
物
で
あ
り
、
当
初
の

構
想
に
基
づ
き
、
高
機
能
化

学
製
品
の
速
や
か
な
市
場
投

入
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ

る
化
学
産
業
の
国
際
競
争
力

向
上
と
い
う
広
く
高
い
視
点

で
の
活
用
が
推
進
さ
れ
る
べ

き
だ
ろ
う
。
最
近
は
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
（
Ｍ
Ｉ
）
で
目
的
の
機

能
を
有
す
る
候
補
化
合
物
を

多
く
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
毒
性
予

測
ソ
フ
ト
で
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
有
望
な

材
料
候
補
を
合

理
的
に
絞
り
込

む
こ
と
が
可

能
。
動
物
実
験

は
早
晩
禁
止
さ

れ
る
の
が
世
界

の
流
れ
で
あ

り
、
欧
米
の
後

追
い
で
は
な

く
、
こ
う
し
た

動
き
を
先
取
り

す
る
形
で
毒
性

予
測
シ
ス
テ
ム

の
活
用
に
取
り

組
む
こ
と
が
望

ま
し
い
。経
産

省
に
は
、産
業

振
興
の
観
点
か

ら
も
積
極
的
な

旗
振
り
を
期
待

し
た
い
。

年
内
に
シ
ス
テ
ム
完
成
へ
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〈図２〉

〈図１〉

２０２１年（令和３年）１２月２日（木曜日）【企画記事】 （第三種郵便物認可）（５）


